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医工融合技術研究所
人にやさしい医療機器の開発に挑戦
先端医療において工学の果たす役割は非常に大きいものとなっています。医工融
合技術研究所では、工学と医学（薬学）を融合した生体工学領域において、人にや
さしいモノ（コト）づくりを通して社会に貢献していきます。具体的には機械工学、
材料科学、応用化学、計測工学、情報工学等を有機的に結合させ、医療従事者と
工学者が同じ課題を共有した形で機器生産者やこれを使用する人にやさしい、
生活優先型モノ（コト）づくりを目指します。このような人にやさしい医工融合技術
は、SDG'sの目指す誰一人取り残さない世界を実現するには必要不可欠であり、
日本が抱える少子高齢化社会をサポートする技術となり得ます。また、年に3回の

「医工融合技術を生かした医療機器の創製に関する研究会」を開催しています。
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シザース（開発品） 経鼻内視鏡挿入後

開発した内視鏡用シザースの例
開発した内視鏡用シザースの例
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再生医療分野 
・早期骨再生を可能とする人工足場材料の開発 
人にやさしい人工関節の開発分野 
・カスタムメイド人工関節の開発 
・耐久性の高い人工関節関連材料の開発
医療シミュレータの創製分野 
・手術用トレーニングキットの開発 
高度手術支援システムの開発分野 
・低侵襲手術機器の開発 
・人工関節の最適な設置位置の予測技術
生体情報計測分野 
・ドレーン廃液モニタリングシステムの開発

やつかほリサーチキャンパス

▲経鼻内視鏡挿入後▲シザース（開発品）

▲医学や生化学の知識・技術のほか、画像処理や切削加工を駆使し、「日本人にジャストフィットする
人工股関節」の製作に成功しました。

研究キーワード
・ 再生医療
・ 骨再生
・ 人工足場材
・ カスタムメイド
・ 手術トレーニングキット
・ 低侵襲治療機器
・ 人体情報計測

ほか

所長　武市 祥司

Co-Creation and Innovation Laboratories for Local Communities

地域共創イノベーション研究所
工学的な経営手法を用いて地方創生・地域活性化を目指す
地域共創イノベーション研究所は、多様かつ複雑な地域の問題
に関して、学術の面から解決を図る地方創生の学術的な拠点、
すなわち大学からの技術・知識・人材を提供し、地域連携の拠点
として産学官など様々な立場の人材が交流して、地方創生を促
進するプラットフォームとなることを目指す。そのために、以下の
三項目をミッションとしている。
1） 地方創生・地域活性化に関する情報通信技術やデータの利

活用の支援
2）地方創生・地域活性化に関する人的支援と交流の場の提供
3） 地方創生・地域活性化に関するコンサルティング支援 （地域

貢献・政策提言）
具体的には、地方公共団体や地域の企業等が有するデータを
分析して、地域や企業が抱える問題を明確にして解決すること
や、IoTに代表される情報通信技術などを用いてモニタリングか
ら最適な運用などを、地域の方々と共に進めていく。

▲研究所ミッション

▲交通シミュレーション

▲出店検討商圏分析
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地方創生・地域活性化
・SDGs/ソーシャルビジネス
・オープンデータ活用
・地方自治体ファイナンス

エネルギーマネジメント
・エネルギーの地産地消
・持続可能エネルギー

研究キーワード

ほか

扇が丘キャンパス

▲石川県の人口動態

・ データサイエンス
・ グローバル経営
・ 環境・インフラ事業開発
・ コーポレートファイナンス

・ 事業継承
・ セキュリティ・マネジメント
・ エネルギーマネジメント
・ スマートモビリティ
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